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 活動フィールド（対象施設） 02

岡山市消防教育訓練センター

水難救助訓練施設 風水害体験エリア

協働の深さ



ビデオ視聴によるミニ講義

流水歩行体験

水圧自動車ドア体験

水圧ドア体験

対象施設における「風水害体験」の流れ 03

体験時間 1時間30分
※体験パートの順番はグループによって異なる

風雨体験

マイ・タイムライン作成
ふりかえり





危険性を感覚的に理解できるが、

体験のリアリティ（災害状況との近さ）が不足している？

   流水歩行体験の課題 05活動ニーズ

体験を
「楽しかった」
「歩けた」

で終わらせず……

体験と災害状況との差を
補完する必要がある！

ギャップ

岡山市消防局

手すりを持って
流れのある

透明な水の中を歩く

実際は濁った水で
漂流物等が存在する

提供



   マイ・タイムラインづくりの課題 06

災害リスクへの関心     〇

 イメージするための要素 △

活動ニーズ

マイ・タイムラインを書くときに
自分の置かれている状況が

  想像しにくい…

誰と一緒にいる？

避難場所はどこ？

本当に避難が必要？



 解説パネルの導入・提示 07
アイデア
チャレンジ性

小型パネル

大型パネル



 マイ・タイムライン補助資料の導入 08
アイデア
チャレンジ性

マイ・タイムライン
手順書

防災チェックシート ＆ 防災クイズ



 体験による防災意識の効果検証 09効果

被災状況の想像力 〇

従来型 解説パネル マイ・タイムライン
補助資料

被災状況の想像力 〇  被災状況の想像力 〇

 

岡山市消防局提供

災害の危機感     〇

 被災状況の想像力 〇

 脅威アピール     〇



 導入した学習支援資料の今後 10
モデル性
将来性

施設で継続利用 〇

体験中の指導言によっては

より効果的に！

解説パネル マイ・タイムライン補助資料

施設で継続利用  〇
他施設での利用  〇
学校の学習ツール 〇



 施設職員が感じた協働による効果 11協働の深さ

● 参加者にリアリティをより感じてもらえたのではないか

● 災害時の説明もパネルを見てもらうことで細かく言わなくても伝わった

●「流水歩行体験」以外の体験コーナーでもぜひ作ってほしい

● 施設として体験のリアリティをより高めるきっかけになった

● 説明がしやすくなった

● 指導員の発言内容のばらつきを減らすことができた

● 補助資料の必要性を感じるきっかけになった

 もっと様々な補助資料を上手く使っていきたい

マイ・タイムライン補助資料

解説パネル



ご清聴ありがとうございました！
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